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今年度もありがとうございました。 

11 月に開催された障がい者アート展へ、4 名の利用者の方と一緒に行ってきました。福祉園からも各グループ

で作品を作り出展しました。自分たちの作品が、大きく飾られた展示を見てなんだか誇らしい気持ちになりました。    

 今回私たちのグループは、「SDG‘ｓ（持続可能な開発目標）」をテーマに“すべての人に環境問題について考

えてもらえたい”との思いで作成しました。それぞれ色を塗ったり、紙を切ったりしながら装飾し完成させました。

利用者の皆さんは会場の作品をゆっくり見て回り、外出を楽しんでいる様子がありました。 

展示した作品は施設の廊下に飾ってありますので、ご来所頂いた際には是非ご覧ください。（記：持留） 

 昨年 11 月 29 日（土）、足立区役所で開催されたふれあい発表会に、福祉園か

ら利用者の方 1 名が参加されました。当日は、Queen の「We Will Rock You」、

V6 の「WA になっておどろう」、そして「あだち区の歌」である「Oh～ あだち

く」の 3 曲を披露しました。限られた練習期間の中で、音合わせや立ち位置の確

認を重ね、本番に向けて準備を進めてきました。当日はたくさんのお客様を前に、

楽器を手に光るブレスレットを身に付けながら、3曲を堂々と、そして表情豊かに

演奏されました。演奏が終わると、会場からは大きな拍手が送られ、達成感あふれ

る様子がうかがえました。 

 また、演奏後にはダンスステージにも飛び入りで参加され、音楽に合わせて笑顔

で楽しく踊る姿がとても印象的でした。会場全体が温かい雰囲気に包まれた、思い

出に残る一日となりました。（記：荻島） 
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1 月 16 日（金）に地域公益活動委員会主催の交流イベントとして、足立区立中川北小学校の保健委員の高学

年数名と神明福祉園 10 名・神明福祉作業所かりんグループと一緒に佐野公園にて「ごみゼロ地域清掃活動」を

行いました。 

当日は快晴に恵まれ、気持ちよく清掃が行えました。中川北小学校の先生の掛け声から、一斉に清掃活動が始

まりました。「俺の方が集めるぞ」「ここにもごみがあるぞ」とあちらこちらから児童の声が聞こえ、様々なごみ

を集めていました。福祉園チームも負けずに、職員と一緒にトングを使用してごみ拾いをしました。 

ごみゼロ運動のイベントを通して、地域の方々とも交流し、あいのわ福祉会の事を知っていただけるような取り

組みを今後も行っていきたいです。（記：船山） 

 

～information～ 

※広報誌における写真や記事は、個人情報保護法に基づき、ご本人、およびご家族の同意の上で 

掲載しています。              （広報担当：持留・船山・田井） 

 

 



 

今年度 3グループでは、ウォーキング・農園活動・作業・創作活動・調理活動など様々な活動を行いました。

特に調理活動は皆さん楽しまれる様子があり、農園活動で収穫したサツマイモやナスなどを使ってスイートポテ

トやピザなどを作って食べました。また、今年の小外出は「東武博物館」へ行きました。迫力ある実物大の電車

に乗って、運転のシュミレーション体験をしたりジオラマなどを見て楽しまれていました。 

3 グループは、グループ目標に『たくさん動いて、作業は集中』と掲げています。今年も様々な活動を提供し、

安心安全で楽しめる様努めて参りますので今後とも宜しくお願いします。（記：持留） 
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2 グループでは今年度、利用者の皆様の特性に合わせた配慮を行いながら、他者との関わりを通して、自発的

な行動に繋げてきました。 

その一環として定期的に 1 グループとの合同活動を行っています。他グループとも交流することで普段とは

違った刺激を受けながら、読み語りやレクリエーション活動（ボッチャ、風船バレー、魚釣りゲーム、クリスマ

スツリーゲームなど）を通して、積極的な行動や表現もみられるようになってきています。 

また、『新しいことにもチャレンジ』という目標の中で職員同士でも工夫し、新たな活動（エクササイズや宝

探しゲーム、お月見団子ゲームなど）を企画するなど、利用者の皆様と一緒に過ごす（楽しむ）なかで感じる喜

びを共感しながら、共に成長する 1 年となりました。（記：佐々木） 

 

今年度も早いもので残すところあと僅かとなってまいりました。 

 引き続き 4 グループでは、トライ活動、古紙回収、ウォーキング、カラオケ、調理、小外出等、利用者の皆様

が様々な経験をしながら活動を行っております。 

 調理活動では、コーヒーゼリーやクレープ等を作って食べました。11 月には、利用者の皆様とショッピング

モールへ行き、昼食を食べに小外出を実施しております。外出の何日も前から食べたいメニューを支援員へ話し

たり、利用者の皆様の普段見られない表情や嬉しそうな様子もたくさん見られました。 

 引き続き、活動体験を通して皆様の普段見られない表情が見られるよう活動していきたいと思います。 

（記：齋藤） 

 

暦の上では春を迎えましたが、まだまだ寒い日が続きますね。１グループの皆さんは、寒さにも負けずに

元気に過ごしています。 

 さて、１グループでは、２月４日に節分（鬼退治大作戦！！）を行いました。鬼に見立てた主任が現れる

と、利用者の方々は、ちょっと戸惑った顔をしたり、笑顔を見せたり、目を見開いて驚いていたりと、皆さ

んそれぞれの表情を見せていました。いざ、鬼退治が始まると１グループの利用者の方々、職員の方々が一

致団結しバズーカなどを使って「鬼は外～福は内～」と大きな声で鬼退治をしました。鬼が逃げると「やっ

たー」「鬼が逃げた」などと話し、笑顔が溢れた時間となり１グループに福が訪れました。（記：河瀬） 


